鉛直方向の変化に対する風速推定方法の検討 by 小玉 成人 et al.
鉛直方向の変化に対する風速推定方法の検討
著者 小玉 成人, 横浜 和也


















　　The entrepreneur investigates whether the wind field assessment is executed when the wind 
plant is constructed and there is a possibility of the business. In this wind field assessment, it is 
necessary to presume the wind speed by the height of the pinwheel for the calculation of the 
amount of power generation. However, the wind speed changes by the ground amount by friction 
with surface of the earth. A big error margin is caused according to the geographical features of 
the observation point, and there is a possibility of influencing the wind power generation business. 
Then, earlier methods are compared in this research with the method of considering the change in a 
perpendicular direction of each wind direction, and the influence is considered.
Keywords : wind power generation, wind field assessment, wind speed presumption
鉛直方向の変化に対する風速推定方法の検討
小玉成人 *・横浜和也 **
Examination of Presumption Method of Wind Speed to 
Change in Perpendicular Direction
Naruhito Kodama* and Kazuya YoKohama**



































で 6.0m/s 以上、設備利用率が地上では 20% 以上２）、洋
上では 30% 以上であることが望ましいといわれている。
なお、このとき利用するデータは、40m または 50m の
ポールを建設し、地上高 10m 毎に風速計および風向計
を設置して計測する。観測項目は、主に以下の 3 点であ
り、センサーのサンプリング時間は 1 ～ 3 秒以下、観測
































を表 1 に示す。表 1 から両地点共に 6 ～ 8 月の風速が低








































ここで、V ：地上高 z における風速
　　　　V1：地上高 z1 における風速













４月 5.7 6.2 6.6
５月 4.8 5.1 5.4
６月 3.8 3.9 4.1
７月 4.2 4.3 4.6
８月 3.7 4.0 4.3
９月 4.8 5.1 5.4
10月 6.4 6.8 7.3
11月 4.8 5.2 5.8
12月 5.8 6.3 7.0





７月 3.9 4.1 4.4
８月 3.4 3.8 4.1
９月 4.5 4.7 5.2
10月 6.3 6.5 7.2
11月 4.6 5.0 5.6
12月 6.0 6.5 7.2




（b）夏季（7 月） （b）夏季（7 月）
（c）冬季（12 月）




















た結果を表 3 に示す。基準となる地上高 50m での実測






4 に示す。表から、地上高 50m での実測値と比較すると、
夏季は 0.5 ～ 0.6m/s、冬季は 0.7 ～ 1.1m/s 程度風速が
高くなっていることが分かる。それぞれの方法における
推定風速の比較を図 8 に示す。図から夏季は大きな変化


























４月 6.6 7.4 7.5
５月 5.4 6.1 6.2
６月 4.1 4.4 4.4
７月 4.6 5.2 5.3
８月 4.3 4.9 5.0
９月 5.4 6.2 6.4
10月 7.3 8.3 8.5
11月 5.8 7.2 7.5
12月 7.0 8.5 8.7





７月 3.9 4.1 4.4
８月 3.4 3.8 4.1
９月 4.5 4.7 5.2
10月 6.3 6.5 7.2
11月 4.6 5.0 5.6
12月 6.0 6.5 7.2





従来の n 値を一定（n ＝ 5）として計算する方法と、月
ごとに異なる n 値を用いる方法を比較し、その影響に
ついて検討した。その結果、今回のように風向によって













































４月 6.6 7.4 7.6
５月 5.4 6.1 6.2
６月 4.1 4.6 4.7
７月 4.6 5.2 5.3
８月 4.3 4.8 4.9
９月 5.4 6.1 6.2
10月 7.3 8.1 8.3
11月 5.8 6.5 6.7
12月 7.0 7.9 8.1





７月 4.4 4.9 5.1
８月 4.1 4.6 4.7
９月 5.2 5.8 5.9
10月 7.2 8.0 8.2
11月 5.6 6.3 6.4
12月 7.2 8.0 8.2
平均 5.6 6.3 6.4
（a）新納屋地先
（b）尾駮地先
図 8　推定された風速の比較
